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旭力l農業
同窓会

の
大
き
さ
、

■
さ
を
実
感
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。

旭
農
枚
の
雄
４
は
、

日
本
国

国
際
的
に
も
敵
動
の
時

代
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

厳
し
い
戦
乱
の
時
代
か
ら
復
興
と

そ
れ
に
と
も
な
う
耐
乏
生
活
の

中
で
も
、

日
本
人
と
し
て
の
言
り

と

経
済
成
長
に
対
す
る
熱
意
で
、

現
在
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
と
栄
光

創
立
９０
用
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て

第
二
十
五
代
　
校
長

岡

本

幹

也

母
校
百
年

に
向

け

て

旭
濠
、

水
農
阿
窓
■
の
■
様
に

は

平
成
二
十
六
年
の
新
春
を

御
家
族
お
摘
い
で
迎
え
ら
れ
ま
し

た
事
を
お
喜
び
中
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
旭
川
農
業
高
等
学
校
は
、

開
技
九
十
日
年
の
、

節
日
を
迎
え

ま
し
た
。

同
窓
と
は
も
と
よ
り
、

こ
の
記
念
す
る
時
に
旭
農
在
に
在

籍
し
た
■
在
に
と
っ
て
も

歴
史

第
八
代
同
窓
会
　
（一
長

福

島

堅

盃

Ａｂ
）

に
藤
く
母
液
が
確
立
さ
れ
た
こ

と
は
同
窓
■
に
と
つ
て
、

大
き
な

誇
り
で
あ
り
先
☆
前
氏
に
感
跡

の
気
持
ち
を
よ
し
ま
す
。

文
、

戦
後
施
行
さ
れ
た
教
市
な
本

法
に
よ
う
「
人
格
の
先
成
と
田
家

社
会
の
形
成
■
と
し
て
必
要
な

資
資
を
備
え
た
、

心
身
と
も
に
祉

球
な
田
民
の
育
成
」
を
Ｈ
的
と
し

て

義
務
教
育

高
守
敦
古
、

大
学

教
育
、

社
会
教
育
、

家
庭
教
育
の

充
実
と
、

国
を
あ
げ
て
の
職
後
教

育
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

旭
農
校
も
こ
の
教
育
理
念
に

基
づ
き
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
先
頭
に

立
っ
て
北
海
道
の
拠
点
枚
と
し
て

地
域
社
会
に
と
け
込
み
、

技
下
の

キ
様
と
保
設
者
に
叫
揮
と
協
力

を
得
ら
れ
る
教
育
を
展
開
さ
れ
、

そ
の
努
力
の
結
来
、
日
本
の
経
業

荘
米
を
支
え
る
名
円
校
と
な
り

そ
の
役
割
の
最
大
き
、

多
く
の
地

挫
志
加
者
の
川
付
も
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

旭
性
枚
の
敦
付

活
動
そ
し
て
■
従
出
の
ク
ラ
ブ
＝

動
も
、

地
域
付
氏
、

あ
る
い
は
北

海
道
民
の
大
き
な
則
付
に
応
え

る
活
動
を
し
て

そ
の
活
動
の
臨

を
全
向
に
広
げ
て
い
る
こ
と
は

道
内
、

全
国
各
地
で
活
輝
し
て
い

る
同
窓
生
に
と
っ
て
誇
り
で
あ
り
、

ス
、

後
栞
の
社
会
で
の
活
動
の
指

導
、

応
援
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

旭
農
の
教
育
目
標
、

「
試
実
、

効

労

剛
捷
」
の
技
訓
の
も
と
、

農

食
、

環
境
を
学
び
、

地
域
産
業
に

貢
献
し
て
、

Ａ
，
後
共
こ
の
格
和
を
一

情
充
英
さ
せ
発
担
を
窮
め
ら
れ

る
■
を
期
待
し
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
も
ヽ
米
■
の

け
校
に
対
す
る
宏
舟
と
衿
り
を

も
っ
て
、

対
米
と
も
拡
助
、

協
力
を

続
け
て
行
く
こ
と
を
お
４
い
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

旭
川
農
業
高
花
の
発
展
と
充

実
を
心
よ
り
析
念
中
し
に
げ
ま

す
。

Ｈ
窓
生
基
い
の
会
期
に
智
き
わ

た
る
プ
ラ
ス
バ
ン
ト
の
セ

と

、

「
い
つ
聞
い
て
も
、

と
っ
て
も
い
い
な

ぁ
、

旭
農
の
稜
長
で
手
せ
だ
。

」
赳

任
し
て
２
年
を
終
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
日
頃
か
ら
想
う

事
で
す
。

さ
て
、

永
農

旭
農
同
恋
生
の

客
様
に
は
、

母
在
の
教
育
活
動
に

対
し
ま
し
ヤｔ
ご
支
援

ご
協
力
賜

り
ま
し
て
心
よ
り
お
礼
中
し
上

げ
ま
す
。

本
法
は
大
エ
１２
年
３
月
に
設

立
汁
‐ｌｒ
さ
れ
閉
来
９０
年
問
―
万

１
千
ね
ほ
ど
の
年
来
■
を
＝
――、

し
て
い
る
仁
統
技
で
あ
り
ま
す
。

川
窓
会
析
勁
に
つ
き
ま
し
て
も
大

変
市
発
で
あ
り
「
総
会
」
、

「
Ｈ
窓

会
の
人
い
」
は
じ
め
詢
を
赳
え
る

支
部
活
動
な
ど
多
く
の
同
窓
■

が
保
い
母
枕
へ
の
思
い
を
話
っ
て
戴

い
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が

た
ど

」
と
と
段
員
一同
心
よ
り
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

農
莱
科
、

林
業
科
の
２
学
科
で

開
校
し
た
本
た
も
、

時
代
の
変
通

に
よ
る
学
科
改
福
に
よ
り
、

現
在

は
、

農
業
科
学
科
、

食
品
科
学
科
、

奈
ホ
科
学
科
、

生
活
科
学
科
の
４

学
科
体
制
で

１
学
年
ｍ
名
の
募

案
人
員
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
本
社
へ
の
よ
願
者
数
が
多

く
な
っ
て
き
て
お
り
、

平
成
２６
年

度
逆
抜
で
は
似
贅
科
学
科
Ｈ
併
、

食

，
１１
‐

科
学
科

】
は
、

４
小
科
学

科
ｍ
＝
、

■
市
中
学
科
に
い
た
つ

て
は

抑
＝

と
、

結

志

腋

を

秋

２
２
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

７０
名

近
く
が
残
念
な
結
果
と
な
り
、

折

角
志
願
し
て
も
ら
つ
た
の
に
波
長

と
し
て
も
心
苦
し
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

食
品
科
学
科
が
従
前
の
「
国
芸

科
」
に
代
っ
て
設
置
さ
れ
た
経
緯

も
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
か
ら
も
用

芸
技
術
者
の
養
成
が
肝
要
と
の

要
望
も
戴
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
国
芸
に
関
す

る
学
科
の
増
設
を
視
野
に
し
て
、

各
方
面
の
協
力
を
戴
き
な
が
ら

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、

字
枚
の
様
子
で
は
、

特
色

あ
る
↓
円
教
育
の
充
実
及
び
地
城

と
の
述
批
強
化
を
推
進
し
、

開
か

れ
た
出
来
教
育
の
充
火
を
１１
指

し
て
お
り
ま
す
。

鉢
花
や
“
花
、

町
英
、

作
物

米

陛
荘

乳
肉
加

ｉ
製
品
、

本
上
製
品
の
販
売
会
を

と
お
し
て
、

４
従
逆
の
教
育
活
動

を
発
行
し
な
が
ら
地
域
の
方
々
か

ら
好
計
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。

生
往
が
先
ｉ
後
を
す
る
、

保
育

朗

小
学
校
な
ど
と
の
交
流
学
習
。

地
域
に
出
張
っ
て
い
く
「
ボ
ラ
ン
ア

ィ
ア
活
助
」
。

津
業
を
フ
ブ
活
動
、

■
従
会
活
動
や
部
活
動
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
よ
り
一層
の
教
育

活
動
の
推
辻
に
合
教
職
員
が
一九

と
な
つ
て
推
進
に
努
め
て
お
り
ま

す
。活

動
の
支
援
に
な
っ
て
御
座
い

ま
す
、

―，１
窓
公
か
ら
の
「
教
育
振

栄
米
金
」
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
ぃ
ま
す
。

９０
加
年
記
念
は
側

作
に
他
わ
さ
せ
て
戯
き
ま
し
た

し
、今

年
度
か
ら
敗
年
か
け
都
市

動
充
実
の
た
め
に
各
部
取
出
に

配
当
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援

手
〕
協
力
の

ほ
ど
を
心
か
ら
お
願
い
中
し
上
げ

茂
長
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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開
催
さ
れ
る

同
窓
会
　
幹
事
長

山

川

　

勝
（３８
Ａｂ
）

全
国
か
ら
支
部
長
、

代
議
員
の

参
加
の
も
と
に
１
月
２５
回
旭
川

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

布
島
堅
云
〓
長
か
ら
、

先
鷲
の

築
い
た
歴
史
が
９０
年
と
で
つ
歳

月
を
迎
え
、同

窓
会
と
し
て
今
後

も
引
き
続
き
母
校
を
支
援
し
て

い
く
決
意
が
語
ら
れ
、

母
技
の
多

方
面
に
わ
た
る
素
晴
ら
し
い
活

腹
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、

後

輩
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、

同
窓
会
を
支
部
活
動
を
通

し
て
の
母
校
へ
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

同
本
幹
也
枝
長
は
、

９０
年
の
師

目
に
当
た
る
旭
川
農
業
高
校
の

校
長
と
し
て
幸
せ
で
あ
る
。

同
体

に
は
場
す
る
ク
ロ
カ
ン
の
小
足
君
、

実
績
発
表
北
大
会
で
は
３
部
門

が
最
優
秀
賞
に
な
り
、

全
道
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

校
内
で
は
９０
年
を
記
念
し
バ
ッ
チ

軍
手
の
側
作
、

校
内
縮
回
ク
リ

ア
フ
ア
イ
ル
な
ど
作
成
、

学
校
内

で
育
成
し
た
シ
ク
ラ
メ
ン
の
配
布

な
ど
を
通
し
９０
周
年
の
冠
を
つ

け
た
学
校
行
事
を
開
催
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、新

年
度
の
入
学

希
望
者
が
多
く
高
い
倍
車
に
な

り
学
校
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
う
れ
し
い
が
複
雑
な
気
持
ち

で
あ
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
議
事
で
は

議
長
に
な
原

則
永
山
西
支
部
長
を
選
出
、

同

窓
会
入
会
者
が
１
５
９
名
を
迎

え
た
事
業
報
告
、

決
算
報
告
と

も
に
承
認
、事

業
計
画
、

予
算
案

に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
審
議
９
つ

え
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

意

見
と
し
て
支
部
総
会
に
合
わ
せ

機
関
話
を
早
く
送
付
し
て
ほ
し

い
要
望
が
あ
り
、

遅
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
≡つ
に
努
め
る
こ
と
、

平
成

２７
年
の
同
窓
生
の
集
い
の
実
行
委

員
期
に
、

５２
年
■
期
と
し
実
行

委
員
に
佐
藤
広
人
氏
を
含
め
委

員
長
を
置
出
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
退
任
後
、

全
国
の
支
部

長

代
議
員
参
加
者
の
自
己
紹
介

と
支
部
活
動
状
況
報
告
を
兼
ね

て
行
わ
れ
、支

部
の
市
勁
状
況
に

つ
い
て
は
同
総
会
も
高
柿
化
し
て

い
る
状
況
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年
永
農

旭
農
Ｈ
窓

生
の
集
い
が
２
３
３
名
の
参
加

を
得
て
開
催
、

来
賓
に
本
村
峰

行
道
議
会
副
議
長
、

伊
藤
比
布

町
長
、

金
屋
東
神
楽
農
協
組
合

長
、舟

山
当
麻
農
協
組
合
長
、小

山
東
旭
川
農
協
組
合
長
、

柿
林

た
い
せ
つ
農
協
紙
合
長
、

高
橋
比

布
農
協
組
合
長
を
始
め
、

同
窓

会
顧
田
６
名
、

思
師
５
名
、

旧
師

３
名
、

現
職
員
２
名
、

同
本

母

校
技
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
開

催
、

実
行
委
員
長
５‐
期
の
斎
藤

敏
明
氏
（Ａ
５‐
■
）の
挨
拶
は
意

義
深
く
新
た
な
一歩
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

吹
奏
業
部
の
演
奏
、

母
校
の

活
動
状
況
報
告
、共

に
歌
っ
た
永

農
歌
、旭

挫
枚
歌
の
斉
唱
、

参
加

者
も
お
二
い
の
絆
を
深
め
、

学
校

時
代
の
青
春
を
思
い
出
に
友
好

を
深
め
る
一日
と
な
り
ま
し
た
。

胆
川
農
業
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
が

一 ' ~

一

旭

農

近

況

報

告

匠

同
窓
会
会
員
の
方
々
に
は
、
日
頃
よ
り
母
枚
の
教
育
活
動
へ
の
ご
支

援
、ご

協
力
を
賜
り
、様

々
な
面
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、一」の

場
を
お
借
り
し
て
、心

よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、同

窓
会
機
関
誌
の
発
行
に
あ
た
り
、生

徒
の
状
況
等
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
活
動

Ｏ
野
球
部
　
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
　
弓
道
部
　
陛
上
部
　
ス
キ
ー
部
　
サ
ッ
カ
ー
部
　
バ

ド
ヽヽ
ン
ト
ン
部
　
卓
球
部

Ｏ
減
劇
部
　
美
術
部
　
吹
奏
楽
部
　
家
政
部
　
写
真
部
　
吉
道
部

自
然
科
学
部

外
　
局

Ｏ
放
送
局
　
国
言
局
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
局

米
全
同
大
会
出
場

◆
ス
キ
ー
部

第
６３
回
全
国
高
等
キ
枝
ス
キ
ー
大
会

（ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
　
２
Ａ
小
足
■
志
　
３
Ａ
水
野
雄
貫
）

第
２６
回
全
国
高
等
学
技
運
抜
ス
キ
ー
大
会

（ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
　
２
Ａ
小
足
壮
志
　
３
Ａ
水
野
雅
貴
）

"迎

「
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教
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実畳
幸
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（３ ン 旭

第
６９
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
　
２

Ａ
小
足
壮
志
）

農
業
ク
ラ
ブ

※
全
国
大
会
出
場

（Ｏ
農
業
情

報
処
理
競
技
会
　
千
葉
県
千

葉
市
／
平
成
２５
年
９
月
１２
回

～
‐３
日
②
本
大
会
　
埼
玉
県

杉
戸
町
、

千
葉
県
成
田
市
、東

京
都
渋
谷
区

品
川
区
／
平
成

２５
年
１０
月
２３
日
～
２４
日
）

優
秀
賀

”
農
業
鑑
定
競
技

区
分

¨
農
業
　
２
Ｆ
相
澤
後

貴

山
口
洋
暉

区
分

”
林
業
　
ｌ
Ｆ
佐
々
木

大
地

２
Ｆ
堀
内
千
裕

全
校
生
徒
数

出
身
市
町
村
別
生
徒
数

（平
成
２６
年
２
月
７
日
現
在
）

全
校
生
徒
は
、４
８
３
名
（男
子

３６
％
、女

子
６４
％
）
出
身
市
町
村

別
に
見
て
み
る
と
旭
川
市
の
生
徒

が
非
常
に
多
く
、全

体
の
７８
％
の
割

合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（平
成
２６
４
２
月
７
日
現
在
）

　

進
路
動
向

（平
成
２６
年
２
月
７
日
現
在
）

道
内
高
校
生
の
１２
月
末
就
職

内
定
率
は
鵬
％
と
前
年
比
６４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

本
校
も

左
図
の
と
お
り
就
職
米
決
定
者

５
名
で
す
の
で
、今

後
と
も
進
路

指
導
部
を
中
心
と
し
て
、卒

業
ま

で
全
員
の
進
路
決
定
と
、
１

２

年
生
に
は
早
期
か
ら
の
進
酢
指

導
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

晶

品

＝

品

学 科 名
1年生 2年生 3年生

男 女 計 男 女 計 男 女 ４
コ

農業科学科 18 23 41 24 15 39 25
（６ 41

食品科学科 5 36 41 5 36 41 4 36 49

森nf4学 科 ｎ
０ 8 41 29 9 381 32 9 41

生活科学科 0 41 41 0 40 40   0 39
，
じ

合 討 氏
υ

０
０

ハ
Ｖ 164 58 109 1581 本じ 100 （６

市町村 生徒数 市Dtr村 生徒数

旭川市 聴柄町 8

束川町 18 美瑛町 b

東神楽町 8 比布町 9

上川町 1 和寒町 4

当床町 39 その他 4

愛別町 9 合 計 4樹

希望者数決定者数 決定率

進 学
，
′ 69  1 986%

就 職 ｎ
フ

０
０ 飢 4%

自 官 1 1 100Ю%

全 体 161 Ｒ
サ 963%

交流事業 循環農園「つながる輪いのち』

製造実習(カマンベールチーズ)旭川霞業祭う(あつたか旭川まん)

演習林実習(3年 枚打ち) 担い手支援講習!

花フェスタ ガーデニングコンテスト永ヽ山因との国=福 祉交流会



縄》 旭 (4)

首小強支部長

主 木 庄 ― 氏

(27F8)

末広支部長

残 口 符 一 氏

(33P)

夫
広
支
部
は
平
成
１９
年
２
月
に

設
立
し
て
７
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

会
員
数
も
４
０
０
奈
名
の
大
き
な

支
部
と
な
っ
て
お
り
、

回
を
増
す
ご

と
に
新
し
い
仰
問
が
増
え
て
来
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
か
ら
も
、

末
広
支
部
の
設
立
は
本
当
の

「
同

窓
の
絆
」
と
し
て
の
実
態
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

活
動
に
参
加
す
る
方
は
年
前
層

も
広
く
、

珊
～
側
歳
代
が
多
く
、

的
歳
代
や
側
歳
を
超
え
る
大
先
密

は
元
気
浅
刺
と
し
て
、

身
近
な
同

窓
の
伊
岡
が
沢
山
丹
る
こ
と
の
心
改

さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、

会
員
相
互
の
記
性
　
変

流
を
目
指
し
て
、

年
３
回
の
事
案

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
跡
年
は
、

２
月
に
定
期
掩
会
を
開
催
し
　
来

費
に
同
窓
会
長

／
福
島
堅
一様
、

本
支
部
は
昭
和
３３
年
１
月
に
設

立
発
足
し
て
実
に
５６
年
が
援
過
し
、

支
部
長
は
私
で
４
代
日
で
す
。

支
部
活
動
は
定
期
器
会
、

会
員

名
離
発
行
、

懸
親
会

（六
―
タ
ゴ
ル

フ
会
）
開
催
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
懇
親
会
は
１０
月
２５
日
に

実
施
し
ま
し
た
が
生
憎
の
悪
天
侯

に
見
舞
わ
れ
中
止
し
ま
し
た
。
し

か
し
、

折
角
集
ま
っ
た
５
名
の
有
志

で
急
速
総
議
会
に
変
更
し
支
部
活

性
化
に
つ
い
て
ま
義
深
い
商
し
合
い

が
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。

支
部
運
営
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い

る
の
は
執
行
役
員
の
人
事
停
滞
で

あ
る
と
判
断
し
、

人
事
一新
を
図
る

こ
と
が
最
善
だ
と
の
精
詩
に
達
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
Ｈ
月
２９
日
、

投

員
会
を
開
催
し
次
年
度
支
部
定
期

機
会
に
お
い
て
現
状
よ
り
ひ
と
回
り

若
い
周
へ
の
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
案
を
決
議

し
ま
し
た
。

せ
小
牧
支
部
の
会
員
が
現
在
５３

名
と
年
々
減
少
し
て
ゆ
く
の
が
歳
し

い
限
り
で
す
が
、

よ
り
若
い
役
員
の

新
新
な
発
想
の
基
に
「永
農
健
児
こ

こ
に
あ
り
」
と
声
高
ら
か
に
政
え
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

東
京
支
部
長

鈴

木

晟

雷

民

３３
妙

真
減
支
部
は
東
京
を
中
心
と
し

て
北
は
青
森
よ
り
前
は
九
州

市
鵜

ま
で
約
５
０
０
な
名
の
同
窓
生
で
構

饗

製

蔑

郷

聖

審

鍋

中
旅
歯
（
昭
和
初
め
の
手
奏
生
）
で

開
催
し
た
。

そ
の
後
、年

々
開
催
す
る

に
つ
れ
１
０
０
余
名
の
参
加
者
を
か

ぞ
え
旅
館
で
の
対
応
が
確
し
く
な
り

労
所
を
ホ
テ
ル
に
変
■
に
至
っ
た
。

現

在
は
約
５
０
０
奈
名
の
確
泌
が
さ

れ
て
い
る
が
１

０
０
０
人
以
上
の
同

窓
生
が
居
る
と
考
え
ら
れ
る
。

通
知

す
る
が
移
動
が
多
く
把
握
が
軽
し
い

状
況
で
あ
る
。

支
部
活
動
と
し
て
年

２
回
、春
と
秋
に
ゴ
ル
フ
同
行
会
で
ヨ

ミ
ュ
一ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

埼
所
は
群
馬
、
１
油
２
Ｈ
程
度
で

約
１５
～
２０
名
。
と
く
に
２５
年
は
梅
雨

の
後
運
Ｂ
狂
暑
が
援
き
、

地
強
に
よ
っ

て
は
集
中
豪
雨
、

あ
る
い
は
水
不
足

の
心
配
も
あ
っ
て
東
京
近
辺
含
め
水

の
使
用
制
限
も
数
日
続
く
な
ど
生

活
に
影
害
が
発
生
し
た
年
で
あ
っ
た
。

同
窓
生
の
中
に
は
農
来
、

本
乗
の
経

験

を

元

に
四

赳
の
役
所
ま
た

は
企

業

で
活

動
に
た
す
さ
わ

つ
て
い
る
も

の

も
い
る
。

今

後

も

支

部

の
活

動

発

展
の
た
め
彼
カ

な

が

ら

尽

く

し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

支
部
の
集
い
は

東

京

有

来

町

で
毎

年

７

，

８
月

開

性

じ

て
お
り
ま
す
。
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平成27年 会tt夕歓ご容加くたさい

:i巳1帆i
1   永 凛 旭盛同窓会本部 役R中 事   |
会 工 植 h  堅 一●弧けIⅢⅢ【荒 サト  表 史崎ヽコ
副資民三 宅  愛 子●5Ⅲ■,Ⅲ■■■ 藤  広 人(口ヽい
測 宮 ″ 長  勢    孝  志 “。ゆ  "1,ヽ ↓すi!lli 藤     利  汁  【いい)

印宮=上 野  裕 章m、け■,Ⅲ 伊 藤  音 則てヽⅢ

斉 爆  浩 義中 かヽ

野 口  嘉 明●1巾

千 葉 美 来 子‖N I
= "牧 野  勝 頼 コヽい
と Ⅲ星   秀 隆Ⅲ,Ⅲ

や,■ 山 "1   勝 は Dヽ

lL川建業高等学校同窓会機関lrj「祉農J(永換皿
ない60サ)をお寝け致します。相架に際し原市の拙
外 資料 写真等をご提供いただきました方 に々深く懸
謝印しあげます。険剛は「旭農」ま同窓生皆さんの
「絆」であり「広場Jでもあります。■に伝焼ある旭農資
の歩みを刻み 歴史の一貫にしたいと思います。

同窓生各位のご憎離とご多キを母法よりお折り中し
あⅢな す。

近去された全員の皆様のごR福 をさよりお祈り申し
lirすます。
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